
（別紙３）

～ 令和7年11月14日

（対象者数） 28 （回答者数） 20

～ 令和7年12月25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・保護者が話やすい環境を提供する。

2

・保護者が何に悩んでいるのか課題づくりや情報収集をする

・保護者同士で解決できない事や悩み事には職員が介入し必

要機関等へ繋いでいく

3
・来年度は保護者向けの勉強会で、より深くこどもについて

の対応などわかりやすく行いたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園の先生との連携は保護者を通して行ったり、必要な場合

は支援会議や電話での情報共有に努める。

2

3

○事業所名 島原市通園施設あいあい

○保護者評価実施期間
令和7年10月14日

○保護者評価有効回答数

令和7月11月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年1月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保育園、幼稚園との連携 ・園の先生との関係を築くことが難しい

・親子通園のため保護者との信頼関係ができる
・職員からの声かけを積極的に行うようにしている。また、

保護者の様子など気がける様にしている。

・親子通園のため保護者同士のつながりができる

・保護者が安心してこどもの事を話せるような雰囲気づくり

や場所の提供を行っている

・保護者会を開催し小さな悩みも話せる環境の提供ができる

・病院内に施設がある

・院内のセラピストから職員向けの研修会と保護者向けの勉

強会を実施した

・こどもの発達についてセラピストへ相談している

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


